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藤本）神戸さんがSOS子どもの村を取材するようにな

ったきっかけから教えていただけますか。

神戸）2010年に子どもの村福岡が開村した時、私は報

道部にいて、どうしてもこのニュースを取り上げたく

て取材させてもらったのを覚えています。それから10

年経過した頃、散歩途中で事務所の看板を見つけて、

「草むしりでも何でもいいのでボランティアさせてくだ

さい」と突然お訪ねしました。その後、2022年12月に

初めて子どもの村を見学した時、「子どもの村」は取材

を受けることにためらいがあるな、と気づきました。そ

れで、私はラジオのコーナーを持っていますから、「ラ

ジオで紹介しましょうか」と。最初にラジオで子ども

の村を紹介したのが、 2022年12月末でした。その直前

RKB毎日放送　神戸 金史（かんべ かねぶみ）さん・荒木 風花
（あらき ふうか）さんにSOS子どもの村への取材を通して感じた
ことをお聞きしました。
インタビュアー：事務局次長 藤本 正明

神戸 金史 さん 　荒木 風花 さん 

Interview 02
報道機関の声

にソフトバンクホークスの柳田選手が、子どもたちに

クリスマスプレゼントを渡しに来てたんですよね。 で

も、テレビ局は取材しない慣例だと聞いて、「子どもの

顔が映せないからテレビは放送できないのなら、ラジ

オがあるじゃないですか」と提案しました。報道機関

はその日のニュースをその日に出していくことが主な

仕事。ただ、それだけだと掘り下げた表現が難しいの

で、ドキュメンタリーとして一つの番組にまとめまし

た�¢�Þ�£。これを聴けば概要や問題点がはっきり分かる、

そんなものを作りたいと思いました。また、ラジオで

しかできない取材対象だということが僕らのモチベー

ションになっています。子どもたちの未来に何も悪い

影響を与えないように、僕らならできるだろうと。そ

んな思いで始めたわけです。

藤本）荒木さんは、これまで取材されて何か印象に残

ったことはありますか。

荒木）私はショートステイ利用者のＹさんへのインタ

ビューが印象に残っています。「ママ友にはショートス

テイを利用していることを話していない」「ママ友には

本音は喋れない」。公園で自分の子どもを遊ばせている

ときも、みんなで見守るというより、自分の子どもは

自分で見る、という空気が漂っている。「みんないい母

親でいたい。ママ友の前では」っていうお話を聞いて、

驚きました。

神戸）よくやってるお母さんでいたい、という気持ち

がプレッシャーになっているのかもしれません。

荒木）Ｙさんとお会いして、虐待とか子どもに手を上

げるとか、そんな印象を全く受けなかったんですが、

「虐待のニュースを見ると次は私たちかもと思う」とい

う言葉を聞いて、どの家庭でも切羽詰まったら起こり

うることなんだと思いました。

神戸）だから、ショートステイのニーズは潜在的にか

なりあると思います。

荒木）Yさんは区役所で話した人がたまたまショート

ステイのことを教えてくれたそうですが、まだ知らな

い人も多いでしょうね。

神戸）Yさんの場合は、旦那さんの理解があったから

利用してみようって思ったんじゃないかな。パートナ

ーが、世間体を気にする人だったら、利用できなかっ

たかもしれない。
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藤本）周りの方のご理解も大事ですね。荒木さんは、預

かる側の里親さんの取材もされましたね。

荒木）はい、その方は「いつでも頼っていいんだよ」

と優しくおっしゃっていて。 こういう方が地域にいた

ら安心するなと思いました。Ｙさんもそういう方に出

会い、自分を見つめ直して、上のお子さんと一緒に過

ごす時間を大事にできたのかな。「美容室に行きたい」

などのリフレッシュ目的で預けるのかと思っていまし

たが、Ｙさんの場合は、下のお子さんと一時的に離れ、

上のお子さんと向き合うためだとお聞きしました。里

親さんが「どんな形でもいいから、お母さんに元気に

なってもらえたらそれでいい」とおっしゃって、その

言葉が多くの人を救ってるのかなって思います。

神戸）いろんな取材を通じて「ちょっと助けて」と言

えたらどうだろうって思うんです。隣の人に「ちょっ

と子どもを預かって」と言えたら。僕らが子どもの頃

はそうでしたから。隣の人に預かってもらって、母親

はちょっと出かける。それが日常だった。今は鍵をか

けて行くしかない。隣の人が誰かも知らないのが普通

だから。以前、北九州でホームレス支援をしている

NPO法人「抱樸」の奥田知志さんに取材した際、「助

けてと言える社会がないと人は行き詰ってしまうけど、

誰かに助けてって言えたら、それだけで助かる命や暮

らしがある」というお話を聞いて、本当にその通りだ

と想いました。

藤本）気軽に助けて、と言える社会にしたいですね。

神戸）Yさんがね、自分がこんなこと言うのはおかし

いけど、いつか預かる側になってみたいって言ったん

です。助けてもらった人が、次は助ける側になる。そ

うやって輪が広がるじゃないですか。預けた人が、預

かる側になってもいいかもしれないと思い始めてるっ

ていうのは明らかな変化で、興味深いですね。

藤本）助け合う社会にするために、何が課題だと思い

ますか。

神戸）例えば、子どもを預かっているときに子どもが

怪我したらどうしよう、とか心配される方っていらっ

しゃるでしょう。でも何かあったら、バックアップ体

制がありますよね。

藤本）あります。ただ本質的に、そういう責任を負う

立場は避けたいという心理が働くように思います。

神戸）リスクを避けるという社会は「助けて」と言い

にくく、全員がそういう考え方なら里親制度は成り立

たない。 子どもの村が今津にできるときにも反対運動

があったそうですが、児童養護施設や障がい者のため

の施設ができるとき、よく近隣住民の反対運動があり

ますよね。僕はいつも、「自分の子どもがお世話になる

ことがあるかもしれないって、なんで思わないのかな

あ」と感じます。例えば、自分の子どもが交通事故で

車椅子になったら？「子どもを虐待する親は全員ひど

い」ではなくて、自分の子どもが孫に虐待する可能性

を想像しないのかと。周りの出来事を、自分事に引き

寄せて考える社会を作っていかないと。誰にでも起こ

りうることだと伝えたい。何より、自己責任という言

葉を減らしたいですね、自己責任じゃないことばっか

りですよ。虐待だって、もちろん悪いことだけど、何

か背景や事情があって起こっているんです。

藤本）最後に、今子育てしている方に向けてメッセー

ジありますか。

荒木）ちょっとしんどいなと感じたら「助けて」と頼

っていい、と伝えたいです。Ｙさんも数時間子どもと

離れるだけでもっと子どもに優しくなれたし、「助け

て」と言える空気が広がっていけばいいなと思います。

神戸）誰かに「え、子どもを預けるの」って言われた

ら、「常識よ」っていう感じにしたいね。みんな助けて

と言って、頼っていい。僕はそう思っています。

（※）2025年1月2日(木) 21:50〜22:50
RKBラジオドキュメンタリー
一緒に住んだら、もう家族〜「子どもの村」の一軒家〜

（放送後は「RKBポッドキャスト」でお聴きいただけます）
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福岡市で里親登録をされている4名のショートステイ里親

さん（Hさん、Ｋさん、Ｏさん、Ｓさん）にお集まりいた

だき、ショートステイ里親としての活動を通じて感じるこ

とや、実際のエピソードなどを伺いました。

インタビュアー：統括相談支援員 橋本 愛美

ショートステイ里親座談会
里親ショートステイを通じて地域に安心できるつながりを

橋本　子育てする環境の変化について、皆さんが感じてい

らっしゃることはありますか。

Hさん　自分たちが子育てしていたときは、大家族が多か

ったし、一緒に住んでいなくても親が近くにいて、子育て

を色々手助けする、っていうことが多かったように思いま

す。今、自分の娘が子育てしているのを見ると、核家族で

共働き。子育てに関するいろんな情報を集めるのも、スマ

ホに頼らざるを得ないので大変そう。

ショートステイで預かる子どもたちを見ていても、室内遊

びが多いね。昔は公園や、外で他の子どもと一緒に遊んで、

それを見ながらお母さん同士や、近所のおばさん、おじさ

んと世間話をして、そこで情報交換できたりしたけれど。そ

ういうところは変わったなと思います。

Sさん　私は海外で子育てをしてきて、もう成人した子ど

もが2人いるんですけど、子どもに対しても結構ストレート

な言い方をすることが多かったんです。それで6年前に日本

に帰ってきて、大人の子どもへの関わり方や親子関係がず

いぶん変わったように感じています。

今は、あまり子どもを叱らないですよね。昔のように大家

族で住んでいたら、一人くらい、おじいちゃんとか、悪い

ことをしたら叱ってくれる大人もいてね、打たれ強くなる

部分もあるのかな、と思ったりします。

Hさん　今、地域の子どもの見守りをボランティアでやっ

ていますが、子どもたちに挨拶するのはいいけど、声をか

けようとしたら、不審者扱いされる。

放課後に子どもたちが校庭で遊ぶのを見守る活動では、「ス

キンシップはＮＧです、注意してください」と言われまし

た。地域で子どもを見守るといっても、関わり方が難しい

時代になってきたと感じています。

Ｏさん　近所の公園にずっと一人でいる女の子がいて、お

子どもと親を取り巻く環境の変化
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母さんは？って聞いたら「お仕事で7時に帰ってくるから、

それまでに帰ったらいいんだよ」って言うんです。でも公

園に夜7時まで女の子一人でいるのは、私は心配だから、息

子といる時は一緒に見守る時もあるんですけど。自分の親

が仕事でいないときに、昔はおじいちゃんおばあちゃんが

いてくれたり、近所の世話焼きおばさんが、うちにおいで

って言ってくれたりしてたけど、今はそういうのがなくな

っている。親がいない時に子どもが安心できる居場所が減

っていると思うから、私は自分がそういう居場所になれた

らいいなと思って、里親を続けています。

ショートステイを利用しづらい
と感じる理由

橋本　子育て環境がずいぶん変わってきていますね。

私たちは子育てをサポートする制度として、里親ショート

ステイをもっと利用してほしいと思っていますが、まだご

存じない方も多いし、知っていても里親さんに預けること

に抵抗を感じられる方もいます。ショートステイを利用し

づらい、と思われる方がいるとしたら、どんな理由がある

でしょうか。

Oさん　前に里親の勉強会で集まった時に、「子どもを預け

るなんて」みたいな意見が里親さん側で出たんです。ショ

ートステイに預けるのは本当はおかしいと思います、とい

うご意見がありました。親が自分で面倒を見るべき、とい

う考えがやっぱり根強くあるんだと思いました。

Sさん　ショートステイで預かったお子さんを学校まで送

っていくときに、初めてのケースだから教室まで付き添っ

てください、と言われたんです。その時、小学校3年生くら

いだったかな、他の生徒が「誰、あのおばちゃん？」って

感じでジロジロ見ていて。本人に聞いたんです、「いやだっ

た？」って。そしたら、「うん」って。

橋本　親御さんの中にはショートステイを利用してることを

知られたくないから、保育園の送迎の時に、「里親ではなく

親戚だと言ってほしい」と言われる方もいらっしゃいます。

子ども自身も、知られたくないな、嫌だな、という気持ち

があるのかもしれないですね。

本当の事情は周囲には分からない。
ひとり親・共働き・ワンオペ育児・・・

Hさん　ショートステイを利用するご家庭の事情は、私は

考えないようにしています。仕事や親の病気なら良くて、リ

フレッシュのためならどうなのとか、どんな理由なら良い・

悪いということはないと思うんです。だけど、近所の人た

ちは、預けるご家庭の詳しい事情を実際には知らないで、「子

ども預けてお母さんは何してるの」って話になるんでしょ

うね。

Kさん　私も、本当のことって、その人に会って聞かない

とわからないと思います。ひとり親じゃなくても、ご夫婦

でお子さんは一人、でもワンオペで自分の時間がほしい、仕

事もしたい、助けて、という方もいらっしゃいました。

ご家庭によって事情も違うし、子育ての仕方もそれぞれ違

う中で、頼れる大人が近くにいないから、話を聞いてくれ

る人もいない。私はそういう話を聞いてあげることができ

たらと思っています。

橋本　先日、里親ショートステイを利用した方のお話を聞

いたんですけれど、ショートステイを利用する前は、子育

てを全然楽しめなかったけれども、月1回定期的に利用する

ようになって、最近は子育てが楽しくなってきたんです、っ

ておっしゃった。子どもの小さい時って、もうあっという

間なので、このいちばんかわいい時期を少しでも楽しいと

思えるように、使ってもらえたらと思いますね。

Ｏさん　子育てって向き不向きあると思うんです。私は子
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どもと四六時中一緒にいても楽しいし、どこでも一緒に連

れていきたいなと思うタイプ。だけど、里親として預かっ

た中で、子どもが可愛く思えないとか、一緒にいたくない、

という方もいらっしゃいます。連休の時に預かることが多

いんですけど、子どもたちをどこか遊びに連れて行こうっ

て私は思うけど、そういう気持ちにならない親御さんもい

るんだと思います。仕事の方が楽しいっていう方が。

だから、できる人がしたらいいと思うんです。休日に子ど

もを預けて、息抜きしてもらって、それで家庭がうまくい

くなら、子どもにとってもいいのかなと思います。

里親ショートステイがつなぐ
地域の大人との関わり

Sさん　核家族が多い中で、地域のつながりも希薄になっ

ていて、知らない人のお家に行って、他の家のご飯食べて、

おじさんやおばさんとおしゃべりするって、貴重な経験だ

と思うんですよね。

橋本　ショートステイを通じて、その子が関わる大人が増

えたり、家以外に安心できる居場所ができるといいですよ

ね。地域の子どもと大人のかかわり方が難しい時代だから

こそ、貴重ですね。実際に利用者の方から、ショートステ

イに預けてよかった、みたいなご経験ありますか。

里親ショートステイを利用して
良かったという声

Oさん　お姉ちゃんが小学1先生で、下のお子さんが７か月

ぐらいの赤ちゃんで、お姉ちゃんがヤキモチ妬いたり、赤

ちゃん返りしちゃったりで、下のお子さんだけ4泊ぐらい預

かったんです。お母さんが上のお姉ちゃんとゆっくりした

いと。お迎えに行ったときは、家の中も乱雑な感じでお母

さんも疲れた様子でした。でも帰りに会ったときは、お母

さんは「美容室行きました」って、きれいにメイクもされ

て。上のお姉ちゃんも、「ママとデートできた」ってすごく

嬉しそうだったから、その時はお母さんもお子さんも私も、

みんながハッピーだったんです。だから、利用するか迷っ

ている方には、そういう話をします。

Sさん　私は、あるご夫婦の赤ちゃんを３日間お預かりし

たことがあって、お迎えに行ったときはお部屋も玄関まで

散らかっていて、お母さんは旦那さんの後ろに黙って立っ

ていらっしゃった。

3日後、もうお母さんの顔が違いました。「泣いたでしょ。泣

いたでしょ。ごめんなさい」っておっしゃっていたけど、全

然別人になられてた。お部屋も片付いていて。こちらも嬉

しくなりました。あの時、お母さんは崖っぷちに立たされ

ていたのかなと思います。
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Oさん　うちは息子が1人っ子なので、ショートステイでお

子さんを預かることで、子ども同士でおもちゃを譲り合う

ことを覚えたり、出かけるときに「男の子チーム」で手を

繋いで歩いたり、赤ちゃんが来た時はミルクを作るお手伝

いを頼んだら、自分も赤ちゃんのお世話をしてるんだって

いう意識ができたみたいで、外で、僕のママはボランティ

アでこういうことをやっていて、僕はそのお手伝いをして

るんだって話していて。息子の自信にもなっているんだな、

と思いました。

橋本　利用者さんからも、1人っ子のご家庭だと、お兄ちゃ

んお姉ちゃんに遊んでもらえて良かったとよく言われます。

これからもっとショートステイを利用しやすくする、ハー

ドルを下げるために、どんなことが必要だと思いますか。

Kさん　公民館とか、小中学校とか、保育園とか、ご家庭

とつながっていて、地域で人が集まる場所で、里親ショー

トステイのことをもっと伝えていく機会があればと思いま

す。ショートステイや里親への偏見というか、ネガティブ

なご意見は、ゼロにはならないと思うんです。でも、伝え

ていかなければ、広がらない。

橋本　周りの人に「なんでショートステイを使ってるの」

という目で見られるのがこわいという話がありましたが、シ

ョートステイをみんなが知っている状態になって、利用す

ることが当たり前になっていくと、利用者の心理的ハード

ルも下がっていくんでしょうね。

橋本　最後に、これから里親登録しようか検討されている

方に先輩としてメッセージありますか？

里親登録をしようか
検討されている方へ

Sさん　里親登録しても、全部を受け入れる必要はなくて、

自分ができるときにお預かりすればいいですし、何かあっ

たら、SOS子どもの村JAPANの職員に24時間相談できる

のは心強いです。子どもが来ると家の中が、ぱぁっと明る

くなります。うちは夫婦二人だから、ご飯は何を作ろうっ

て、楽しんでいます。

Kさん　私も100％大丈夫って自信はないですけど、あま

り考えすぎないほうがうまくいくような気もします。私は

2歳児くらいのリピーターのお子さんが多いので、おばあち

ゃんのところに来るような感じで、２歳児の子が〇〇さー

ん。とかって来てくれるから、また会えたね、って。今を

精一杯生きている子どもたちとの時間を大事にしたいと思

って、過ごしています。

Hさん　私も最初は不安もありましたが、子どもが好きな

ら、大丈夫ですよ。

橋本　私たちも、もっとみんなが当たり前に里親ショート

ステイを利用できるように尽力していきたいと思います。本

日はありがとうございました。
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